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なる。ミハイル・イヴァノヴィチ・グリンカ Михаил Иванович Глинка（1804-
1857）は、1848 年に作曲した管弦楽曲《カマリンスカヤ Камаринская》にお
いて、ソナタ形式の枠組みの中で 2 つの民謡を用いた。《カマリンスカヤ》以降、
ミリイ・アレクセエヴィチ・バラキレフ Милий Алексеевич Балакирев（1837-
1910）といった民族主義を支持する作曲家たちや、音楽院でドイツの古典音楽









　第 1 章「19 世紀のロシアの音楽界」では、本論文で取り上げた作品が作曲
された当時のロシアの音楽界について概観した。この時代、芸術音楽の発展途
上国から脱するために、アントン・グリゴリエヴィチ・ルビンシテイン Антон 
















こともこの作品の特徴として挙げられた。続いて第 2 節「バラキレフ：《3 つ























交響曲第 4 番では、バラキレフの《3 つのロシアの歌の主題による序曲》と同
じ民謡を使用している。チャイコフスキーは、民謡を変化させて提示しており、
民謡の性格を弱めている。民謡主題の展開方法は、主題の繰り返しや主題の断
片化が見られた。また、曲中で提示される民謡には基づかないもう一つの主題
も民謡主題と同様の展開方法を示していた。
　ロシア民謡に基づくロシアの管弦楽曲は、グリンカの《カマリンスカヤ》の
伝統が後世の作品に引き継がれ、また、発展していることが明らかになった。
バラキレフの《3 つのロシアの歌の主題による序曲》は、グリンカの《カマリ
ンスカヤ》の手法を踏襲しながらも、一部で主題変奏や主題の断片化が見られ、
より自由に民謡に基づく主題を展開させている。チャイコフスキーは、バラキ
レフの《3 つのロシアの歌の主題による序曲》と同様に、グリンカの影響を受
けながら、より発展的に民謡に基づく主題を扱っている。しかし、国民楽派の
2 人の作曲家とは異なり、反復を中心とした展開ではなく、動機的に主題を扱
い、展開させている。チィコフフスキーは、音楽院で学んだ芸術音楽と自身に
身近であったロシア民謡を自然に融合させることに成功した作曲家であると言
えるだろう。
